屋内空気中ラドンの時間変動にみられる１／ｆゆらぎ
One-over-f Fluctuations in Temporal Variation of Indoor Atmospheric Radon
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はじめに
風速や心拍の時間変動、樹木の年輪の空間的ゆらぎなど、自然現象の変動の多くが１／ｆゆらぎとなっていることが知られている1) 。１／ｆゆらぎとは、時間または空間変動のパワースペクトル密度 S(f) が周波数fに反比例する、すなわち S(f) ∝１／ｆとなるようなゆらぎ（または雑音）のことを言い、人にとって心地よいゆらぎとされている。本研究では屋内空気中ラドン濃度の時間変動が１／ｆゆらぎを示すかどうかをしらべた。
方法
ラドン濃度の測定には18.5Lのルーカスセルに毎分0.5Lの空気を吸入する、通気式静電捕集法（カナダPylon社製TEL）を使用した。比較的人の出入りの少ない実験室で1時間ごとの濃度積算値を記録した。この部屋はコンクリート5階建ての4階にあり、フィルターを通して外気を導入する換気システムが 7:30から24:00まで稼働していた。今回の解析には1998年から２年間のデータを使用した。
筆者がこれまで報告してきた2) 自己回帰モデルによる時系列解析の方法は非線形な計算手法であり、パワースペクトル密度の値を問題にすることはできない。１／ｆゆらぎかどうかを調べるにはパワースペクトル密度の周波数依存性を調べる必要があるため、自己相関関数をフーリエ変換してパワースペクトルを求める方法が適している。そこでSPSS10.0J の spectra コマンドを使ってパワースペクトルを計算した。
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結果と考察
まず、１日の平均値を１年間以上のスケールで見ると Fig. 1に示すように、１／ｆゆらぎとなることがわかった。この場合、1年未満のスケールでは季節変動が存在した。次に、1時間ごとの積分データをそのまま使うと１／ｆ2ゆらぎが現れることがわかった。この場合は、どのスケールでも１／ｆ2ゆらぎが現れ、季節変動もなかった。さらに、一定の時刻の1時間積分データを拾い、1年間以上のスケールで見ると １／
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ゆらぎが出現することもわかった。この場合も、1年未満のスケールで季節変動がみられ、白色ゆらぎが観測される期間もあった。
従来、1日の平均値に近い値を呈する時刻を1日の代表値とし、被曝評価などに利用するような手法も提唱されてきたが、平均値は１／ｆゆらぎとなるが代表値は１／
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ゆらぎとなるということから、目的によっては代表値のみでは不十分であることがわかった。人への被爆評価には1日の平均値が妥当で、その平均値の時間変動は人に心地よい１／ｆゆらぎとなっている、という合理的な結論となった。
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Fig. 1: Frequency dependence of power spectral density for indoor atmospheric radon—daily averaged data.
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